
クラブ会長方針
　「ロータリーを楽しもう」
 　運営方針
　①ロータリーファミリーで親睦の輪を広めよう
　②ロータリアンの自覚とロータリークラブのイメージの向上
　③長期展望でロータリークラブを考えよう
　④６０周年記念事業を成功させよう

田中 作次
２０１２‐１３年度国際ロータリー会長

週　報

 

№１０

◆開　会

◆唱　歌　ロータリーソング（我等の生業）

◆ゲスト紹介　
　米国ブラウン大学惑星地質上級研究員　廣井孝弘様
◆来訪ロータリアン
姫路西ＲＣ　松尾京一会員　　姫路西ＲＣ　三木通嗣会員
姫　路ＲＣ　関根和人会員

◆歓迎歌「松の緑」
　◆新会員紹介
福島弥一会員　江角清次会員　川勝厚志会員　竹内正道会員　田代和幸会員

例　　　会　　　記　　　録　（2012．9．14（金））　　通算2，910回
高砂青松ＲＣ・高砂ＲＣ合同例会

◆プログラム予定

９月２１日（金） ９月２８日（金） １０月５日（金） １０月１２日（金）

クラブアッセンブリー
ガバナー公式訪問
ガバナー

石丸鐡太郎氏

卓　話
自己紹介
江角清次会員

卓　話
エコドライブ講習

播磨自動車教習所　長尾次長様
播磨交通研修センター　玉井係長様

休　　会

定款第６条第１節（ｃ）

廣井孝弘様



◆出席報告
本　日　９月１４日　　会員数４９名　　出席者　　３１名　　出席率　７５．６１%
前々回　８月３１日　　会員数４９名　　修正出席者４４名　　出席率１００．００%

◆ＭＡＫＥ－ＵＰ
西川　敏彦会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ９月　７日（９／　７）
小黒　清人会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ９月１１日（９／　７）
竹内　正道会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ９月１２日（９／　７）
江角　清次会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ９月１２日（９／１４）
竹内　正道会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ９月１２日（９／１４）
丸山　恵右会員　　ｅ‐ＣＬＵＢ	 ９月１１日（９／１４）
脇谷　政孝会員　　高砂青松ＲＣ	 ９月１２日（９／１４）
桂田　重信会員　　高砂青松ＲＣ	 ９月１２日（９／１４）

◆Ｓ．Ａ．Ａ．（ニコニコ箱報告）
大久保義郎会員……廣井孝弘様、本日の御講演よろしくお願い致します。
大村　泰司会員……合同例会を祝し。
山名　克典会長……本日は合同例会、山本さんお世話になります。
坂井　智代幹事……廣井孝弘様、高砂へようこそ。本日の講話、楽しみにしています。
西中亮二高砂青松ＲＣ会長……合同例会お世話になります。
濱中幹雄高砂青松ＲＣ幹事……合同例会お世話になります。
早退１名

◆幹事報告（２，９１０回）
○ガバナー事務所より
　①２０１４−２０１５年度ガバナー・ノミニー決定のお知らせ
　　　神戸須磨ＲＣ　滝澤功治氏（職業分類：商事弁護士）が指名されました。　
　　②ロータリー米山記念奨学会より、米山記念奨学会ニュース「ハイライトよねやま

１５０号」が届いております。
　　③国際ロータリーからの連絡：未来の夢計画の移行について
○平成２４年度赤い羽根共同募金「バッジ募金」の協力の依頼が、高砂市共同募金委員会
より届いております。
○第６０回「手足の不自由な子どもを育てる運動」についてのお願いが、一般社団法人兵
庫県肢体不自由児者協会より届いております。
○豊岡ロータリークラブ創立６０周年記念式典並びに祝賀会のご案内が届いております。
○その他　明石南ＲＣより週報が届いております。
　



◆会長の時間
　本日は、高砂青松ＲＣ高砂ＲＣ合同例会に御出席
いただきありがとうございます。昨年の当鹿島殿で
の合同例会では、今月より阪神タイガースＧＭに就
任されました中村勝広氏をおまねきし、御講演いた
だきました。それから早１年が経過しております。
当日、監督としてベンチ内では ｢仁丹」を常用して
おられた理由等で、お聞きしようと質問を用意して
おりましたが、その場の雰囲気で私どもは中止した
記憶があります。成績低迷時代の監督のＧＭ就任には一人のファンとして若干の疑問が残
ります。
　又、金本智憲選手の今季限りでの引退宣言には驚いております。彼の広島時代、３割
3０本３０盗塁の偉業には、敬意を表しましたが、広島球場での観戦時には罵声をあびせて
ました。しかし阪神入団後は、期待すること大で一生懸命応援しておりましたが残念です。
１４９２試合連続フルイニング出場など数々の大記録を樹立された鉄人には敬意と感謝を
申し上げます。阪神ファンとしての話が長くなりましたが、パラリンピックでは残念なが
らメダルトータル１６個（金５、銀５、銅６）と、これまた期待はずれに終わっておりま
す。残念です。
　さて、本日は、日本中を興奮の坩

るつぼ

堝の内に入れた小惑星「イトカワ」に着陸し試料回収
に成功した、小惑星探査衛星はやぶさに関し、中心的役割を果たされておられる廣井孝弘
教授をおまねきをして御講演いただきます。２０１４年には「はやぶさ−２」も実施予定
との事、大いに期待しております。
　しかし、報道では、中々予算も付きにくく、苦労されている様子がうかがわれますが、
頑張っていただきたいと思います。

◆本日のプログラム

「惑星科学の４０年来の課題を解決した日本の小惑星探査衛星はやぶさ」　

　　　　　　　　　　　　　講師　米国ブラウン大学惑星地質上級研究員　廣井孝弘様　
　　　　　
廣井孝弘講師のプロフィール
１９６０年に岐阜県各務原市で生まれ、１９７９年
に岐阜北高校を卒業後、東京大学理科一類に入学。
１９８３年に教養学部基礎科学科を卒業し、卒業研究
では太陽系生成論に取り組む。同年、東京大学大学院
理学系研究科鉱物学専攻に進み、隕石と小惑星の関係
を反射分光学によって見出す研究を始め、１９８８年
に理学博士号取得。２年間の学術振興会特別研究員期
間を経て、１９９０年に山田科学振興財団の長期派遣

山名克典会長



研究員として米国ブラウン大学に１年、２ヶ月滞在
し、カーリー・ピータース助教授との共同研究を始め
る。１９９１年に、米国科学アカデミーの研究員とし
て NASA ジョンソン宇宙センターに赴き、宇宙風化
と呼ばれる現象および炭素質コンドライトと呼ばれ
る隕石グループの母天体に関する研究を始める。3年
後の１９９４年、ブラウン大学に戻り、NASA 共同
利用施設である反射率実験室（RELAB）の技官とな
る。１９９５年に日本の月探査惑星 SELENE（かぐや）計画の共同研究者、１９９９年に小惑
星試料回収衛星MUSES-C（はやぶさ）計画の共同研究者となり、NASA研究費による月や火
星物質に関する仕事と JAXAのためのボランティアの研究を両立しながら、日米の掛橋とな
る。２００５年の秋、はやぶさが小惑星イトカワにランデヴーしていた間は、JAXA宇宙科学
研究本部に滞在し、衛星からの科学データの解析にリアルタイムで取り組み、イトカワが LL
コンドライトと呼ばれる隕石で出来ていることや、宇宙風化によって色が変化していることを
確認して英国科学誌ネイチャーに論文を発表する。２０１０年の夏の期間、国立極地研究所の
特任教授となり、かぐや等の月探査およびはやぶさなどの小惑星探査に重要な隕石の分校サー
ベイを開始し、２０１２年からは日本の科学研究費を受けて５カ年計画でそれに取り組んでい
る。現在もブラウン大学惑星地質の上級研究員として、日本の固体惑星物質の分光学において
は、在米ながら第一人者となる。JAXAの将来計画にある、はやぶさ２の最重要科学機器であ
るNIRS3 の主研究者グループに属し、科学面での支援において中心的役割を果たしている。

「惑星科学の４０年来の課題を解決した日本の小惑星探査衛星はやぶさ」　
　地球を含む我々の太陽系は４６億年の歴史を持って
いますが、その起源と進化については、ガスと塵の星
雲が回転しながら固まっていったという基本的モデル
があるだけで、詳細は分かりません。それを解き明か
すことは、地球という生命を宿すことの出来る惑星が
出来る可能性を見積もることにもなり、惑星科学者だ
けではなく、誰にとっても興味深いことです。そのた
めの研究材料を与えてくれるのが隕石です。隕石は太
陽系自体と同じくらい古い岩石であり、太陽系初期の
状態が凍りついたまま保存されているものです。しかし、それら隕石がどこから来たかが分か
らないと太陽系生成論の研究に役立ちません。
　私は１９８２年に東大基礎科学科の卒業研究をしたときから既に３０年間、隕石がどの小惑星
から来たかとう研究をしてきました。１９８５年、私が大学院の修士課程の時に、「小惑星サンプ
ルリターン小研究会」なるものに先生と共に参加しましたが、その計画は適するロケットの不在
などで立ち消えになりました。それが、１９９６年にMUSES-C 計画（はやぶさ）として出発す
るまでは１１年の歳月が必要でした。私の博士課程の指導教官は、｢君が博士号を取るまでには日
本も小惑星探査を始めていて就職は引く手あまたで問題ないよ」とおっしゃっていましたが、時
間スケールが１０年位ずれていたようです。私は既に１９９０年に渡米していました。
　日本の小惑星探査機はやぶさは、２００３年５月９日に打ち上がられ、小惑星イトカワへの



７年間の波瀾万丈の航海の末、２０１０年６月１３日にその試料を持ち帰りました。探査機が
他の天体に着陸して試料を持ってきたのは、１９７０年前後の米ソの月着陸以来の快挙でした。
１９６９年７月のNASAのアポロ１１号の月着陸によって、人類は初めて地球以外の天体に足
を下ろしました。それは、人類の活動版図が広がったという宇宙開発の面だけでなく、惑星科
学の面でも大きな貢献をする事件でした。その後、アポロ１７号までとソ連のルナ計画によっ
て月試料が世界中の研究者の手で分析されることによって、月と地球の起源と進化が分かって
きました。
　しかし、その後４０年間は、人類が他の天体に行って試料を持ち帰ってくることはほとんど
ありませんでした。唯一、NASAのスターダスト計画が彗星から飛んでくる塵をシリカゲルの
板に埋め込んで持ってきましたが、それは、サッカー計画として日米が共同して始めた試料回
収計画が、NASAスターダスト計画と JAXAはやぶさ計画として結実したものです。月の試料
が手に入るまでは、実は月の表面が何でできているかについてはっきり分かっていませんでし
た。特に、なぜ月の海が暗くて高地が明るいのかは、異なった種類の岩石で出来ているだけで
なく、宇宙風化という現象が海を暗くしていたのです。そのような作用が小惑星にも存在する
のかという議論が惑星科学の分野において４０年間続いていましたが、はやぶさが持ち帰った
試料によってそれがとうとう解決されました。
　今回の講演では私が約３０年間してきた隕石と小惑星のつながりの研究と、それが如何には
やぶさ計画に生かされてきたかを、コンピューターグラフィックスや私の個人的な路程を示す
写真などお見せしながらお話したいと思います。

◆謝辞
　高砂青松ＲＣ　
　　西中亮二会長

会　長　山名　克典　　　　　　幹　事　坂井　智代　　　　　　雑誌会報委員長　佐野　敏晴
例会日時　毎週金曜日12時30分より　　　　　　　　　　　例会場　高砂商工会議所２階会議室
高砂ロータリークラブのホームページのＵＲＬ   　     http://www.winwin.ne.jp/~takasago_rc/


